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試料・情報利用研究計画書（概要）

東北メディカル・メガバンク機構

小児の血圧値関連SNPの国際比較 2021年1月～2022年1月

University Medical Center Groningen

対象：三世代コホート参加者のうち、血圧を測定している未成年
者　約2,000人
試料：なし
情報：基本情報、調査票情報、生理学的検査情報、SNPアレイ情
報

　情報の利用は、ToMMoスーパーコンピュータ内で解析を行い、本研究で得られた解析の結果を諸外国の解析結果
と比較するため、解析で得られる下記の情報と付随する情報を提供いたします。なお、個人が特定され
る情報は含まれません。
・解析の方法や遺伝情報を調べた方法
・解析の結果得られた血圧・心拍数と関連のある遺伝情報の違いや影響の度合いの指標
・収縮期血圧、拡張期血圧、平均血圧、脈圧、心拍数の要約統計量
・対象人数、性別、年齢分布

東北メディカル・メガバンク事業

ティアン・シエ
ハロルド　スニーダー

University Medical Center Groningen

　血圧が高値であることは、脳血管疾患や慢性腎臓病の主要なリスクであり、毎年9百万人の死亡に寄与していると
報告されています。特にお子さんの血圧高値は成人期にも移行する場合があり、早期発見による治療や予防を見据
えた要因の検討が重要と考えられます。過去のゲノム解析研究では、ヨーロッパの人々を中心に50 か所以上の遺伝
子座の関連が報告されていますが、お子さんの血圧については報告が限られています。本研究では、オランダのフ
ローニンゲン大学が他の研究機関と共同で実施するお子さんの血圧と関連するゲノム情報の統合解析に参加し、
ヨーロッパの人々を中心として得られた統合解析の結果と三世代コホート調査に参加されている18歳未満のお子さん
のデータでの解析結果を比較してお子さんの血圧に関連するゲノム情報の民族間の違いを検討します。

　本研究は、東北メディカル・メガバンク計画三世代コホート調査に参加して10歳時調査、16歳時調査を受けられた方
のゲノム情報、調査票情報、生理学的検査の情報を用いて実施いたします。研究に使用する情報は三世代コホート
調査で既に収集済みの情報のみを用います。情報の取得・解析は東北メディカル・メガバンク機構のスーパーコン
ピュータ内で実施いたします。さらに、解析により得られた結果をフローニンゲン大学で収集している諸外国の解析結
果と比較いたします。

　小児の高血圧は、成人期にも移行することが報告されており、脳心血管疾患等のリスク増加が懸念されます。本研
究の結果、関連遺伝子が明らかになり、かつ民族間での結果も比較することにより、個々人の体質を考慮した予防・
治療法を検討することが期待されます。

2021年1月　東北メディカル・メガバンク機構倫理委員会承認

令和3年2月8日


